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D 
D
l
1
伝
頼
宣
所
用
紅
地
金
入
嬬
珍
桃
文
様
陣
羽
織
(
図
版
I
E
a
、
挿
図
日
、
台
帳
で
は
「
羽
織
二
」
の
う
ち
む
そ
う
の
『
赤
地
唐
織
』
〉
極
上
の
裂
地
を
表
裏
共
裂
の
無
双
仕
立
に
し
た
袷
の
陣
羽
織
で
、
丈
は
背
縫
の
と
こ
ろ
で
六
五
セ
ン
チ
、
背
肩
幅
は
四
二
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
二
一
セ
ン
チ
、
襟
幅
九
・
五
セ
ン
チ
、
袖
ぐ
り
後
三
三
セ
ン
チ
、
前
三
四
セ
ン
チ
、
重
量
は
三
二
0
グ
ラ
ム
。
こ
れ
ら
の
法
量
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
陣
羽
織
は
小
ぶ
り
で
一
三
・
四
歳
の
少
年
用
で
あ
り
、
重
さ
も
軽
い
。
損
傷
や
槌
色
が
殆
ど
な
く
保
存
状
態
も
極
め
て
よ
い
。
陣
羽
織
の
形
態
は
一
見
し
て
桃
山
時
代
の
南
蛮
服
飾
の
影
響
が
明
ら
か
で
、
曲
線
裁
断
の
前
身
頃
、
後
身
頃
、
襟
、
真
田
紐
風
の
黒
縁
飾
り
、
金
モ
ー
ル
紐
の
襟
首
ど
め
等
、
裁
断
と
仕
立
て
の
随
所
に
南
蛮
服
飾
の
自
由
な
採
取
が
見
ら
れ
る
。
註
m
裂
地
は
明
製
の
舶
載
品
と
思
わ
れ
る
金
入
嬬
珍
で
、
註
日
高
い
紅
染
、
経
の
五
枚
嬬
子
地
)
に
、
紅
の
綿
子
地
(
経
糸
・
緯
糸
共
に
純
度
の
平
金
系
極議
薄4 糸
只ZJ
薄 {
粍詰円
黄黄
土黄
負土
カ1
か
イコ
Tこ
黄
薄
萌
黄
、
蔚
黄
、
浅
葱
、
灰
色
が
か
っ
た
浅
葱
、
え
ぬ
き
註
u
絵
緯
の
計
一
二
色
で
文
様
が
織
り
出
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
、
頂
に
金
糸
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
丸
文
を
持
つ
桃
の
折
枝
が
、
配
色
を
巧
妙
に
変
え
て
ぐ
め互
の
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
文
丈
は
一
九
・
五
セ
ン
チ
か
ら
二
0
セ
ン
チ
、
実
間
幅
は
一
セ
茶
の
一
一
色
の
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
神
子
λK、
|口i
築
ン
チ
。
二
つ
巴
文
風
の
丸
文
は
、
恐
ら
く
中
国
の
瑞
文
で
あ
ろ
う
。
金
糸
で
織
り
出
さ
れ
た
そ
の
瑞
文
と
長
寿
を
表
象
す
る
桃
文
と
を
組
み
合
わ
せ
た
中
国
の
吉
祥
文
様
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
桃
の
折
枝
に
は
、
生
気
に
溢
れ
た
伸
び
や
か
な
葉
蔭
に
、
花
と
菅
が
実
と
同
様
の
側
副
か
ら
の
文
様
で
愛
ら
し
く
生
き
生
き
と
付
さ
れ
て
い
る
。
は
、
何
と
、
相
当
量
の
虫
喰
い
の
あ
と
が
巧
み
な
便
化
で
面
白
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
遣
し
く
育
っ
て
見
事
に
成
人
し
、
泰
然
と
世
に
処
し
て
事
を
成
し
、
長
寿
を
全
う
す
る
と
い
ったいい口
祥
そ
し
て
そ
の
大
ら
か
な
桃
の
実
に
文
様
の
意
味
が
こ
の
陣
羽
織
の
裂
地
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
文
様
が
華
麗
な
色
調
で
、
金
入
紅
地
嬬
珍
と
い
う
賛
沢
な
極
上
織
物
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
賛
を
こ
ら
し
た
裂
地
を
裏
裂
に
ま
で
も
用
い
た
無
双
仕
立
に
し
て
少
年
用
陣
羽
織
と
し
た
と
は
、
当
時
の
頼
宣
に
と
っ
て
、
最
高
に
し
て
最
適
の
戦
陣
用
衣
料
を
着
用
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
)
前
述
の
よ
う
に
地
は
経
の
五
枚
嬬
子
で
、
経
糸
(
S
撚〉
、
緯
糸
(
二
本
引
揃
え
)
共
に
極
め
て
純
度
の
高
い
紅
染
。
密
度
は
、
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
一
O
O本
前
後
、
緯
糸
は
三
O
越
前
後
で
あ
る
。
絵
緯
は
前
述
の
よ
う
に
一
二
色
で
、
金
糸
は
約
0
・
三
ミ
リ
の
太
さ
の
揃
っ
た
平
金
糸
で
一
セ
ン
チ
聞
に
一
五
本
前
後
入
っ
て
い
る
。
地
揚
み
で
あ
る
。
縫
糸
は
紅
の
Z
撚
絹
糸
で
、
里
山
の
真
田
紐
風
縁
飾
り
の
縫
付
け
に
は
黒
の
S
撚
絹
糸
が
用
い
で
あ
る
。
203 
叫夫
体i
研
ヲE
。
円ヴ
背面(D-l) 
挿図13 伝頼宣所用
紅地嬬珍桃文様陣羽織
挿図15 伝頼宣所用麻単陣羽織
(D-2)と浅葱平絹頭巾 (D-3)
の付紙
a 
挿図14 伝頼宣所用
麻単陣羽織 (D-2) 
a 
D 
2 
伝
頼
宣
所
用
註
日
麻
単
陣
羽
織
(
図
版
H
b
、
挿
凶
M
、
台
帳
で
は
「羽
織
二
」
の
う
ち
の
『
高
官
麻
』)
ひ
と
え
し
て
な
い
苧
麻
を
単
仕
立
に
し
た
粗
い
織
目
の
、
裁
断
も
仕
立
も
大
ざ
っ
ぱ
な
陣
羽
織
で
あ 晒
204 
部分
る
。
丈
は
背
縫
の
と
こ
ろ
で
八
二
セ
ン
チ
、
背
一屑
幅
は
四
八
セ
ン
チ
、
袖
ぐ
り
は
前
後
と
も
四
三
セ
ン
チ
、
重
量
は
九
五
グ
ラ
ム
と
極
め
て
軽
い
。
最
上
層
衣
と
し
て
の
陣
羽
織
で
は
な
く
、
上
質
の
陣
羽
織
の
下
に
襲
ね
て
后
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
形
は
襟
も
身
頃
も
南
蛮
の
影
響
の
濃
い
山
総
裁
断
で
あ
る
。
襟
什
の
傍
に
は
三
つ
の
穴
か
が
り
が
し
て
あ
る
釦
穴
と
、
同
色
の
な
め
し
革
で
包
ま
れ
た
く
る
み
釦
が
つ
い
て
い
る
(
挿
図
M
Y
正
保
三
年
(
一
註
日
六
四
六
年
〉
正
月
十
五
日
の
付
紙
(
挿
凶
日
)
が
あ
り
、
解
説
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
正
保
三
年
戊
正
月
十
五
日
ニ
被
v
為
v
成一一
b 
挿図16 伝頼宣所用浅葱ギ紺蝋IJ
(D-3)のaは側面，bは背面
b 
御
覧
改
一
候
御
極
ノ
内
時
分
之
内
御
門
U
御
は
を
り
き
色
ひ
と
へ
御
幼
少
之
御
頼
宣
公
御
幼
少
の
頃
の
も
の
だ
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
陣
羽
織
が
D
ー
ー
に
く
ら
べ
多
少
大
き
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
若
い
頃
所
用
の
衣
料
と
い
う
意
も
含
ん
で
の
御
幼
少
之
御
時
分
云
々
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
u
正
保
二
年
は
頼
宣
数
え
年
の
四
五
歳
で
あ
り
、
大
坂
陣
出
陣
の
折
の
衣
料
も
そ
れ
よ
り
多
少
後
年
の
も
の
も
ま
と
め
て
幼
少
時
c 
挿図17 aはレンプラントのトウルプ|専
土の解剖 (1632年〉部分， b cはヴアン
ダイクの肖像画
分
或
は
若
い
時
分
の
も
の
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。一
局
幅
等
か
ら
見
て
も
成
人
男
子
用
で
あ
る
こ
の
陣
羽
織
は
頼
宣
の
青
年
時
代
の
所
用
と
考
え
て
妥
当
で
あ
る
一
U
前
出
(
D
ー
1
〉
の
大
坂
陣
の
折
の
少
年
用
と
こ
の
成
人
用
と
二
領
の
陣
羽
織
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
意
義
深
い
。
(
裂
地
、
そ
の
地
合
、
縫
糸
)
裂
は
裾
に
近
い
と
こ
ろ
に
前
身
頃
、
後
身
頃
共
に
織
耳
か
ら
織
耳
ま
で
の
一
幅
が
出
て
お
り
、
裂
幅
は
三
六
・
五
セ
ン
チ
。
裂
地
の
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
二
四
本
前
後
、
緯
糸
が
一
六
越
前
後
。
縫
糸
は
白
の
絹
糸
で
、
撚
は
S
撚
と
Z
撚
の
両
方
が
あ
り
、
二
種
類
の
白
絹
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
D
ー
3
伝
頼
宣
所
用
浅
葱
平
絹
頭
巾
(
挿
図
M
a
b
、
台
帳
で
は
「
頭
巾
浅
黄
羽
二
重
」
と
あ
る
)
兜
の
下
に
つ
け
た
と
忠
わ
れ
る
南
蛮
風
の
頭
巾
で
あ
る
。
頭
部
は
高
さ
二
0
セ
ン
チ
、
底
辺
一
五
セ
ン
チ
の
二
辺
が
弧
を
描
い
た
三
角
形
の
裂
を
四
枚
接
ぎ
に
し
た
帽
子
に
な
っ
て
お
り
、
額
に
は
最
長
幅
三
セ
ン
チ
、
長
さ
一
四
セ
ン
チ
の
つ
ば
が
つ
い
て
い
る
。
垂
れ
は
五
片
の
裂
で
出
来
て
お
り
、
頭
部
の
裂
と
首
の
上
部
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に
計
四
ケ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
三
セ
ン
チ
の
重
な
り
で
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
五
片
の
垂
れ
は
、
後
(
後
頭
部
か
ら
後
首
、
背
の
上
方
を
覆
う
部
分
)
は
短
く
て
長
さ
が
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
前
(
両
限
の
脇
か
ら
耳
や
咽
を
覆
う
部
分
)
は
長
く
、
前
合
わ
せ
の
部
分
の
長
さ
が
二
三
セ
ン
チ
、
両
肩
に
か
け
て
の
垂
れ
は
そ
の
中
央
部
の
長
さ
が
一
八
セ
ン
チ
と
、
後
か
ら
前
に
か
け
て
自
然
に
曲
線
を
描
い
て
長
く
な
っ
て
い
る
。
五
片
の
重
な
り
分
は
着
装
時
に
肩
先
が
充
分
覆
わ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
、
五
片
の
裂
は
、
肱
が
っ
た
先
端
の
幅
が
、
背
面
の
一
枚
、
が
二
八
・
五
セ
ン
チ
、
両
肩
が
双
方
と
も
二
二
・
五
セ
ン
チ
、
両
前
が
双
方
と
も
三
0
・
五
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。
後
頭
部
中
央
に
八
セ
ン
チ
の
長
さ
で
風
穴
が
あ
け
て
あ
り
(
挿
図
日
b
)、
頭
頂
と
垂
れ
の
前
合
わ
せ
に
は
共
裂
の
浅
葱
平
絹
で
包
ん
だ
く
る
み
釦
が
つ
い
て
い
る
(
挿
図
m
a〉。
縁
飾
り
及
び
頭
部
と
垂
れ
の
部
分
と
の
接
ぎ
合
わ
せ
の
縫
目
に
は
黄
土
色
の
真
田
紐
風
の
飾
り
紐
(
幅
一
・
一
セ
ン
チ
、
縁
飾
り
は
二
つ
折
り
に
し
て
く
る
ん
で
あ
る
。
)
が
用
い
て
あ
る
。
頭
部
裏
側
の
四
ケ
所
の
接
ぎ
目
に
は
黒
い
真
田
紐
風
の
飾
り
紐
が
付
し
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
朽
損
し
て
現
在
は
そ
の
断
片
が
四
ケ
所
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
頭
巾
は
表
裏
共
裂
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
裂
の
損
傷
部
分
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
に
白
い
和
紙
の
芯
が
入
っ
て
い
る
。
頭
囲
り
は
明
確
に
は
測
定
出
来
ず
五
八
セ
ン
チ
か
ら
六
0
セ
ン
チ
、
重
量
は
五
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
頭
巾
に
も
前
出
D
l
2
の
陣
羽
織
同
様
正
保
三
年
正
註
げ
月
十
五
日
の
付
紙
(
挿
図
日
〉
が
あ
る
。
解
読
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
正
保
三
年
戊
正
月
十
五
日
ニ
被
v
為
v
成ニ
御
覧
改
一
候
御
極
ノ
内
御
幼
少
之
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
御
時
分
之
内
御
ず
き
ん
浅
黄
ノ
ち
ゃ
う
(裂
地
の
地
合
、
縫
糸
)
ち
ゃ
う
註
国
表
裏
共
裂
で
、
茶
宇
と
い
わ
れ
る
先
大阪 ・南蛮文化館蔵
練
先
染
、
日
の
よ
く
つ
ま
っ
た
.
千
織
の
上
質
の
裂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
藍
の
先
染
、
経
糸
と
緯
糸
は
、
糸
の
染
、
太
さ
共
に
殆
ど
同
程
度
。
平
織
で
、
織
目
は
よ
く
つ
ま
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
三
六
本
前
後
、
粋
糸
は
三
五
越
前
後
で
あ
る
。
縫
糸
は
れ
S
撚
絹
糸
、
黄
土
色
の
飾
り
紐
の
縫
付
部分
け
に
は
黄
土
色
S
撚
絹
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
南蛮扉風
D
ー
4
伝
頼
宣
所
用
白
地
牡
丹
唐
草
文
鍛
子
安
襟
(
図
版
挿図18
E
a
w
a
向
っ
て
左
、
井己
、
「
襟
巻
三
台
帳
で
は
襟
自
給
子
両
面
二
、
緋
紗
綾
ケ
シ
縮
緬
ご
と
記
載
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
『
白
倫
子
両
面
二
』
の
一
つ
に
該
当
す
る
)
背面
先
に
上
(
美
術
研
究
三
O
六
号
〉
の
紀
州、|
東
照
宮
蔵
服
飾
類
の
伝
来
概
要
」
挿図19 伝頼宣所用
白雲文椴子鎧下着 (D-7)
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
、
南
蛮
風
俗
図
等
に
屡
と
見
ら
れ
る
西
欧
で
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
流
行
し
た
襲
襟
(
挿
図
口、
日
〉
で
、
英
語
で
ラ
フ
ロ】問、
フ
ラ
ン
ス
語
山
で
フ
レ
ー
ズ
片岡巴
ω
。
と
い
わ
れ
、
上
衣
の
別
襟
と
い
う
小
さ
く
て
軽
い
物
品
で
あ
る
こ
と
と
消
耗
の
著
し
い
襟
部
の
205 
美
研
術
究
。
号
衣
料
部
品
で
あ
る
こ
と
と
が
相
侠
っ
て
現
存
遺
品
資
料
は
極
め
て
少
く
、
昭
和
四
九
年
一
O
月
の
筆
者
の
発
見
で
こ
の
三
点
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
は
世
界
に
僅
か
二
点
、
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
パ
l
ト
博
物
館
〈
5
2
2
5
2
L
〉
]
g
z
ζ
5
2
B〉
と
ス
イ
ス
の
パ
l
ゼ
ル
ト
主
Q
J
博
物
館
(
宮
色
沼
5
2B
〉
に
各
一
点
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
一一ぷ
。
こ
の
白
地
牡
丹
唐
草
文
鍛
子
の
壁
襟
は
三
点
の
中
で
は
こ
の
一
点
だ
け
が
大
き
く
、
襟
首
囲
り
部
分
の
裂
の
長
さ
が
四
七
セ
ン
チ
、
首
囲
り
に
当
る
釦
の
位
置
か
ら
ル
l
プ
の
位
置
ま
で
の
長
さ
が
四
四
セ
ン
チ
と
こ
れ
は
成
人
男
子
の
首
囲
り
で
、
襟
の
高
さ
が
一
0
・
五
セ
ン
チ
、
醇掠
部
分
の
幅
は
一
四
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
重
量
は
八
六
グ
ラ
ム
。
襲
襟
三
点
の
う
ち
、
こ
れ
は
格
別
に
仕
立
て
が
丁
寧
で
、
接
部
分
の
端
は
外
側
に
細
く
堅
く
撚
っ
て
糊
づ
け
し
て
あ
り
、
更
に
そ
の
端
を
ス
カ
ラ
縫
風
の
巻
縫
で
一
定
の
長
さ
よ
り
は
伸
び
な
い
よ
う
固
定
し
て
あ
っ
た
り
、
立
襟
部
分
と
襲
襟
部
分
と
の
接
ぎ
目
の
上
に
は
撚
金
糸
三
本
引
揃
え
の
三
つ
組
紐
金
モ
l
ル
が
両
面
と
も
に
接
ぎ
目
の
上
に
当
て
て
飾
つ
で
あ
っ
た
り
、
く
る
み
釦
(
径
一
・
五
セ
ン
チ
)
も
黒
儒
子
で
く
る
ん
で
あ
る
上
に
撚
金
糸
二
本
引
揃
え
を
平
織
式
に
組
ん
で
飾
つ
で
あ
っ
た
り
、
他
の
二
点
の
仕
立
て
や
装
飾
に
較
べ
一
段
と
凝
っ
て
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
酔
捜
部
分
の
両
端
(
前
で
合
わ
さ
る
と
こ
ろ
)
は
0
・
四
ミ
リ
幅
の
三
つ
折
縫
で
一
ミ
リ
程
の
こ
ま
か
い
針
目
の
平
縫
で
あ
る
。
三
つ
折
縫
の
折
り
の
方
向
は
外
側
、
従
っ
て
着
装
時
そ
の
端
は
平
た
い
側
が
表
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
立
襟
部
分
の
下
端
は
輸
奈
に
な
っ
て
裏
面
に
ま
わ
っ
て
お
り
、
芯
裂
は
入
っ
て
お
ら
ず
極
め
て
柔
ら
か
な
立
襟
で
あ
る
。
(
裂
地
、
そ
の
地
合
、
飾
り
糸
、
縫
糸
)
こ
の
襲
襟
に
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
は
一
種
類
だ
け
で
、
wa)
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
牡
丹
唐
草
文
椴
子
で
あ
る
。
そ
の
裂
地
は
写
真
(
図
版
E
a
、
間
幅
は
九
・
七
セ
ン
チ
、
文
丈
は
一
五
・
五
セ
ン
チ
前
後
、
牡
丹
の
長
径
は
七
・
五
セ
ン
チ
、
短
径
は
五
・
五
セ
ン
チ
、
案
地
合
は
、
経
の
五
枚
嬬
子
地
で
一
セ
ン
チ
聞
の
密
度
は
、
経
糸
は
一
一
O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
で
あ
る
。
金
モ
ー
ル
紐
と
く
る
み
釦
の
撚
金
糸
は
金
の
色
が
赤
味
を
帯
び
て
い
る
。
釦
の
受
け
の
ル
l
プ
は
白
絹
の
三
つ
組
紐
が
用
い
て
あ
る
。
縫
糸
は
白
Z
撚
絹
糸
。
D
ー
5
伝
頼
宣
所
用
赤
地
紗
綾
・
縮
緬
屡
襟
(
図
版
E
b
、
w
aの
中
央
、
台
帳
で
は
襟
巻
、
「
襟
巻
三
白
倫
子
四
両
面
二
、
緋
紗
綾
ケ
シ
縮
緬
ご
と
記
載
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
『
緋
紗
綾
ケ
シ
縮
緬
一
』
に
該
206 
当
す
る
)
こ
の
赤
い
紗
綾
と
縮
緬
で
出
来
て
い
る
壁
襟
は
次
に
挙
げ
る
白
地
雲
文
椴
子
の
襲
襟
と
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
小
ぶ
り
で
あ
る
。
少
年
用
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
襟
首
囲
り
部
分
の
裂
の
長
さ
が
四
0
セ
ン
チ
、
首
閤
り
に
当
る
釦
の
位
置
か
ら
ル
i
プ
の
位
置
ま
で
の
長
さ
が
三
七
セ
ン
チ
、
襟
の
高
さ
が
一
0
セ
ン
チ
、
襲
部
分
の
幅
は
一
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
重
量
は
四
八
グ
ラ
ム
。
壁
部
分
の
裂
が
縮
緬
で
、
そ
の
襲
の
端
は
他
の
二
点
と
は
異
り
、
裂
の
耳
が
そ
の
接
部
分
の
両
端
(
前
で
合
わ
さ
る
と
こ
ろ
〉
は
撚
り
ぐ
け
で
、
白
鍛
子
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
。
二
点
(
D
|
4
、
D
|
6
〉
の
そ
の
部
分
が
三
つ
折
縫
に
な
っ
て
い
る
の
と
は
異
る
。
撚
り
の
方
向
は
白
の
二
点
と
同
様
外
側
、
即
ち
着
装
時
接
部
の
端
は
平
た
い
側
が
表
に
出
る
よ
う
に
な
っ
D
1
4
の
襲
襟
同
様
、
襟
の
下
端
は
愉
奈
に
な
っ
て
一
票
に
ま
わ
っ
て
お
り
芯
な
し
の
柔
ら
か
な
立
襟
で
あ
る
。
立
襟
の
釦
留
は
始
め
三
ケ
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
釦
三
個
、
そ
れ
を
は
め
る
ル
l
プ
三
個
の
そ
れ
ぞ
れ
中
央
の
一
個
分
の
組
が
、
と
れ
て
い
る
。
立
襟
部
分
の
裂
は
紗
綾
で
、
た
の
か
と
っ
た
の
か
不
詳
で
あ
る
が
欠
損
し
て
い
て
そ
の
痕
跡
だ
け
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
(
図
版
E
b
、
w
a〉。
く
る
み
釦
は
径
一
セ
ン
チ
で
共
裂
の
紗
綾
で
包
み
、
周
り
に
撚
金
糸
四
木
引
揃
え
の
モ
l
ル
飾
り
が
施
し
て
あ
る
。
襲
部
分
と
立
襟
部
分
と
の
接
ぎ
目
に
は
、
0
・
一
セ
ン
チ
間
隔
の
押
さ
え
縫
が
平
縫
で
行
わ
れ
て
お
り
、
D
1
4
の
接
襟
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
飾
り
糸
は
施
し
て
な
い
。
紗
綾
に
も
縮
緬
に
も
処
々
に
黄
色
の
槌
色
が
あ
る
。
双
方
と
も
紅
染
で
は
な
く
、
他
の
赤
の
染
料
で
あ
ろ
う
。
(
裂
地
、
そ
の
地
合
、
飾
り
糸
、
縫
糸
)
赤
地
紗
綾
註
却
た
も
の
。
文
丈
は
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
実
間
幅
は
七
セ
ン
チ
紗
綾
形
に
牡
丹
文
様
の
紗
綾
で
後
染
、
紅
染
で
は
な
く
他
の
赤
い
染
料
で
染
め
牡
丹
の
花
は
長
径
が
五
・
五
セ
ン
チ
、
短
径
が
四
セ
ン
チ
、
紗
綾
形
の
大
き
さ
は
紗
綾
形
の
基
本
単
位
の
長
さ
が
五
・
五
セ
ン
チ
、
組
織
は
地
は
平
で
文
様
が
経
の
四
枚
綾
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
経
糸
は
四
八
本
前
後
、
緯
糸
は
三
六
越
前
後
で
あ
る
。
赤
地
縮
緬
註
2
紗
綾
の
部
分
と
同
様
に
紅
染
で
は
な
く
他
の
赤
い
染
料
で
後
染
し
た
も
の
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
五
六
本
前
後
、
緯
糸
は
三
O
越
前
後
で
あ
る
。
く
る
み
釦
を
飾
っ
て
い
る
撚
金
糸
は
そ
の
芯
に
紅
絹
糸
が
使
用
し
て
あ
る
(
D
1
6
の
壁
襟
の
撚
金
糸
も
同
様
)
。
そ
の
撚
金
糸
を
四
本
引
揃
え
て
く
る
み
釦
の
周
囲
に
か
が
り
留
め
て
あ
そ
の
か
が
り
方
は
ス
カ
ラ
縫
風
で
、
か
が
り
糸
は
萌
黄
Z
撚
絹
糸
で
あ
る
。
釦
の
受
け
の
ル
i
プ
は
紅
絹
の
三
つ
組
紐
が
用
い
て
あ
る
。
る
が
、縫
糸
は
赤
S
撚
絹
糸
。
D
ー
6
伝
頼
宣
所
用
白
地
雲
文
鍛
子
寮
襟
(
図
版
皿
c
、
両
面
二
、
緋
紗
綾
ケ
シ
縮
緬
ご
と
記
載
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
『
白
倫
子
両
面
二
』
の
一
つ
に
w
a向
っ
て
右
台
帳
で
は
襟
巻
、
「
襟
巻
白
倫
子
該
当
す
る
〉
こ
の
白
地
雲
文
椴
子
襲
襟
は
次
に
記
載
す
る
D
l
7
の
鎧
下
着
と
共
裂
で
、
大
き
さ
か
ら
判
断
し
で
も
共
に
少
年
用
に
仕
立
て
ら
れ
た
小
ぶ
り
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
は
組
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
襟
首
囲
り
部
分
の
裂
の
長
さ
が
三
九
セ
ン
チ
、
首
囲
り
に
当
る
釦
の
位
置
か
ら
ル
l
プ
の
位
置
ま
で
の
長
さ
が
三
六
セ
ン
チ
、
襟
の
高
さ
が
一
一
セ
ン
チ
、
接
部
分
の
幅
は
一
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
重
量
は
七
六
グ
ラ
ム
。
接
部
分
の
端
は
細
く
竪
く
撚
っ
て
糊
づ
け
し
て
あ
り
、
更
に
そ
の
端
を
ス
カ
ラ
縫
風
の
巻
縫
で
一
定
の
長
さ
よ
り
は
伸
び
な
い
よ
う
に
固
定
し
て
あ
る
の
は
D
1
4
の
襲
襟
と
同
様
な
方
法
で
あ
る
が
、
D
1
4
の
方
が
仕
事
が
念
入
り
で
あ
る
。
接
部
分
の
両
脇
(
前
で
合
わ
さ
る
と
こ
ろ
)
は
0
・
四
ミ
リ
幅
の
三
つ
折
縫
で
あ
る
の
は
D
1
4
の
白
地
牡
丹
文
椴
子
の
と
同
様
な
方
法
で
あ
る
。
立
襟
部
分
と
襲
襟
部
分
と
の
接
ぎ
目
に
は
D
l
5
の
赤
地
壁
襟
と
同
様
な
方
法
で
押
さ
え
縫
が
し
て
あ
る
。
0
・
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
間
隔
で
赤
地
髪
襟
よ
り
は
細
か
い
針
目
で
あ
る
。
く
る
み
釦
は
径
一
・
一
セ
ン
チ
で
、
共
裂
で
包
ん
で
あ
り
、
D
l
5
の
赤
地
襲
襟
と
同
様
そ
の
周
囲
を
撚
金
糸
四
本
引
揃
え
の
モ
l
ル
飾
り
が
施
し
て
あ
る
。
三
個
の
く
る
み
釦
の
う
ち
中
央
の
は
撚
金
糸
三
本
(
四
本
の
と
こ
ろ
も
あ
る
)
引
揃
え
の
平
織
風
網
代
組
で
包
ん
で
あ
る
。
立
襟
部
分
の
下
端
は
D
1
4
、
D
l
5
の
襲
襟
同
様
輸
奈
に
な
っ
て
裏
面
に
ま
わ
っ
て
お
り
、
芯
裂
は
入
っ
て
お
ら
ず
極
め
て
柔
か
な
立
襟
で
あ
る。(
裂
地
、
そ
の
地
合
、
飾
り
糸
、
縫
糸
)
こ
の
襲
襟
に
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
は
一
種
類
だ
け
で
、
り
、
写
真
(
図
版
E
c
、
w
a、
b
)
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
雲
文
鍛
子
で
あ
る
。
D
ー
7
の
鎧
下
着
と
共
裂
で
あ
文
丈
は
一
一
セ
ン
チ
前
後
、
実
関
幅
は
九
・
七
セ
ン
チ
、
地
合
は
、
経
の
五
枚
嬬
子
地
で
、
一
セ
ン
チ
聞
の
密
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
度
は
経
糸
は
一
四
O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
四
越
前
後
で
あ
る
。
く
る
み
釦
を
飾
っ
て
い
る
撚
金
糸
は
、
釦
の
縁
飾
り
も
中
央
釦
の
網
代
組
の
も
そ
の
芯
に
紅
絹
糸
が
使
用
し
て
あ
る
(
D
|
5
の
壁
襟
の
釦
の
縁
飾
り
の
撚
金
糸
同
様
)
。
釦
の
縁
飾
り
は
D
l
5
の
接
襟
同
様
、
撚
金
糸
を
四
本
引
揃
え
て
く
る
み
釦
の
周
囲
に
、
十
周
黄
Z
撚
絹
糸
で
ス
カ
ラ
縫
風
に
か
が
り
つ
け
て
あ
る
。
釦
の
受
け
の
ル
!
プ
は
白
絹
の
三
つ
組
紐
が
用
い
て
あ
る
。
縫
糸
は
白
Z
撚
絹
糸
。
D
l
7
伝
頼
宣
所
用
白
地
雲
文
鍛
子
鎧
下
着
(
図
版
W
b
、
茶
小
紋
葵
ノ
葉
散
シ
、
晒
腰
ヨ
リ
上
ク
ク
シ
葵
紋
散
シ
腰
ヨ
リ
下
薄
柿
割
菱
散
シ
、
晒
牡
丹
唐
挿
図
山
口
表
倫
子
一
畏
紅
、
晒
台
帳
で
は
「
下
着
六
草
小
紋
柿
染
、
晒
浅
黄
小
紋
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
『
表
倫
子
裏
晒
浅
黄
襟
儒
子
」
紅
』
に
該
当
す
る
。
)
こ
の
白
地
雲
文
鍛
子
鎧
下
着
は
D
1
6
の
襲
襟
と
共
裂
で
作
ら
れ
て
お
り
、
大
き
さ
は
丈
が
背
縫
の
と
こ
ろ
で
六
七
セ
ン
チ
、
桁
が
五
二
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
一
二
セ
ン
チ
、
袖
口
背
面
脇
下
の
位
置
の
背
幅
が
四
八
セ
ン
チ
と
小
ぶ
り
の
鎧
下
着
で
あ
る
か
が
一
0
セ
ン
チ
ら
同
様
に
小
ぶ
り
で
こ
の
鎧
下
着
と
共
裂
の
D
|
6
の
襲
襟
と
は
組
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
襟
は
幅
(
高
さ
)
が
九
セ
ン
チ
の
立
襟
で
、
袖
は
別
袖
で
な
く
一
枚
の
裂
か
ら
身
頃
と
袖
を
続
け
て
裁
ち
出
し
て
あ
る
。
即
ち
前
後
と
も
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
身
頃
と
袖
が
一
枚
の
裂
か
ら
続
け
て
裁
ち
出
し
て
あ
る
。
肩
か
ら
上
腕
、
肘
、
手
首
に
か
け
て
の
裁
断
は
、
身
体
の
線
に
沿
っ
た
曲
線
が
顕
著
で
、
袖
口
か
ら
版
下
、
身
頃
の
両
脇
に
か
け
て
も
大
き
く
引
っ
て
あ
り
、
曲
線
裁
ち
が
目
立
っ
て
い
る
。
袷
仕
立
で
裏
は
紅
平
絹
、
後
首
か
ら
背
に
か
け
て
汗
の
た
め
色
が
槌
め
黄
色
に
な
っ
て
い
る
。
重
量
は
一
八
0
グ
ラ
ム
。
左
身
頃
の
前
あ
き
の
と
こ
ろ
に
は
、
襟
付
か
ら
一
八
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
か
ら
下
方
に
、
九
セ
ン
チ
幅
、
長
さ
四
四
・
五
セ
ン
チ
の
共
裂
の
紐
が
つ
い
て
お
り
(
縫
目
が
上
、
輸
奈
が
下
に
な
っ
て
)
、
脇
縫
か
ら
五
セ
ン
チ
入
っ
た
位
置
右
身
頃
の
背
面
に
は
で
肩
の
縫
目
か
ら
二
七
セ
ン
チ
下
っ
た
と
こ
ろ
に
紫
な
め
し
革
の
紐
(
0
・
三
セ
ン
チ
幅
で
長
さ
ち
の
乳
が
付
い
て
お
り
(
挿
図
四
〉
、
着
装
時
に
左
前
了
五
セ
ン
チ
|
一
つ
結
ん
で
あ
る
長
さ
が
|
〉
身
頃
に
付
い
て
い
る
共
裂
の
紐
を
右
脇
か
ら
後
に
ま
わ
し
右
後
身
頃
の
こ
の
乳
に
通
し
て
前
合
わ
せ
の
形
を
整
え
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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一五
美
研
究
相i
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
学
〉
表
裂
は
D
l
6
の
雲
文
椴
子
壁
襟
と
共
裂
。
裏
裂
は
紅
染
の
羽
二
重
の
よ
う
な
平
絹
で
後
、
緯
糸
は
二
八
越
前
後
で
あ
る
。
。
昇、，
b 
挿図20 伝頼宣所用 茶麻地葵の素散し小紋
鎧下着 (D-8) a正面， b背面裾部分
経
糸
は
四
六
本
前
0
・
五
セ
ン
チ
か
ら
0
・
七
セ
ン
チ
。
縫
糸
は
白
S
撚
絹
糸
で
、
針
目
は
平
縫
が
0
・
二
セ
ン
チ
か
ら
0
・
三
セ
ン
チ
、
く
け
縫
が
a 
a 
密
度
は
一
セ
ン
チ
間
に
b 
挿図22 伝頼宣所用 絞り染小紋染繋ぎ鎧下
着 (D-I0) a正面， b背面
挿図21 伝頼宣所用 赤茶麻地牡丹唐草小紋
鎧下着 (D-9) 正面
る
一六
D
1
8
伝
頼
宣
所
用
茶
麻
地
葵
の
葉
散
し
小
紋
鎧
下
着
ハ
図
版
V
a
、
挿
図
208 
20 
a 
b
、
台
帳
で
は
「
下
着
六
」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
l
D
l
7
の
解
説
一
五
頁
下
段
照
合
|
う
ち
の
『
晒
茶
小
紋
葵
ノ
葉
散
シ
』
に
該
当
す
る
。
)
鎧
下
着
六
領
の
う
ち
前
出
D
l
7
の
門
地
雲
文
鍛
子
鎧
下
着
以
外
の
五
領
は
何
れ
も
小
紋
型
を
使
用
し
て
染
め
た
上
布
製
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
五
領
の
小
紋
染
に
使
用
さ
れ
た
型
紙
は
伊
勢
型
で
あ
ろ
う
し
、
伊
勢
は
和
歌
山
藩
の
領
地
で
あ
り
、
伊
勢
型
の
保
護
奨
励
に
努
め
た
初
代
藩
主
自
身
の
衣
料
で
あ
る
か
ら
更
に
意
義
深
い
資
料
と
も
い
え
こ
れ
ら
五
領
の
小
紋
染
の
う
ち
型
の
継
ぎ
目
が
最
も
明
瞭
に
わ
か
る
の
は
こ
の
D
l
8
の
葵
の
葉
散
し
文
様
の
分
で
、
文
様
一
か
え
り
が
一
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
片
面
糊
置
の
引
染
め
(
挿
図
m
b
参
照
)
で
、
散
ら
し
文
様
の
葵
の
葉
は
、
先
に
そ
の
部
分
の
糊
置
防
染
を
行
い
、
そ
の
後
で
地
紋
の
糊
置
き
を
行
っ
て
い
る
。
葵
の
葉
の
線
書
き
は
紋
所
の
場
合
と
同
様
に
水
洗
が
終
り
、
乾
燥
さ
せ
墨
の
抽
線
を
入
れ
て
い
る
。
鎧
下
着
と
し
て
の
形
は
当
時
の
鎧
下
着
に
よ
く
見
ら
れ
る
市
蛮
風
の
山
線
裁
ち
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
衿
や
袖
で
、
丈
は
背
縫
の
と
こ
ろ
で
九
二
・
五
セ
ン
チ
、
桁
が
六
六
セ
ン
チ
、
袖
幅
は
三
三
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
袖
付
の
と
こ
ろ
で
二
八
セ
ン
チ
、
袖
口
は
一
六
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
一
九
セ
ン
チ
、
襟
は
幅
九
セ
ン
チ
で
、
拒
幅
は
裾
の
と
こ
ろ
で
二
0
セ
ン
チ
、
三
・
五
セ
ン
チ
幅
一
O
一
セ
ン
チ
の
共
裂
の
紐
が
二
本
つ
い
て
い
る
。
左
脇
の
袖
付
下
端
よ
り
一
0
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
か
ら
下
方
に
六
セ
ン
チ
幅
の
紐
通
し
穴
が
あ
け
て
あ
る
。
襟
首
回
り
の
植
の
先
に
径
一
・
三
セ
ン
チ
の
共
裂
で
包
ん
だ
く
る
み
釦
が
つ
い
て
お
り
ル
l
プ
で
留
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
重
量
は
紐
共
で
二
二
0
グ
ラ
ム
。
単
仕
立
。
そ
の
た
め
裏
面
に
両
織
耳
の
確
認
さ
れ
る
個
所
が
多
く
、
裂
幅
は
三
四
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
等
〉
上
質
の
上
布
で
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
経
糸
が
二
八
本
前
後
、
緯
糸
、
が
二
六
越
前
後
、
経
糸
も
緯
糸
も
S
撚
。
縫
糸
は
白
Z
撚
絹
糸
と
白
S
撚
絹
糸
と
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
。
縫
目
は
室
町
、
桃
山
期
の
上
物
の
麻
織
物
の
夏
衣
に
見
ら
れ
る
極
め
て
こ
ま
か
い
針
場
、
背
縫
は
一
ミ
リ
か
雄
子
等
、
ら
二
ミ
リ
の
細
か
い
針
目
の
平
縫
で
縫
代
が
割
つ
で
あ
る
。
裾
は
一
ミ
リ
間
隔
位
の
細
か
い
ま
つ
り
ぐ
け
、
く
け
目
も
0
・
五
セ
ン
チ
間
隔
位
で
細
か
い
。
Dー
9
伝
頼
宣
所
用
赤
茶
麻
地
牡
丹
唐
草
小
紋
鎧
下
着
(
図
版
V
b
、
挿
図
紅
、
台
帳
で
は
「
下
着
六
」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
|
D
l
7
の
解
説
一
五
頁
下
段
照
合
l
う
ち
の
『
晒
牡
丹
唐
草
小
紋
柿
染
』
に
該
当
す
る
。〉
D
ー
8
と
同
様
に
上
布
の
鎧
下
着
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
裂
地
が
薄
手
で
あ
る
。
D
l
8
同
様
片
面
糊
置
の
引
染
め
で
あ
る
。
型
継
ぎ
は
D
l
8
よ
り
単
位
が
大
き
く
文
様
一
か
え
り
が
一
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
註
お
上
杉
家
に
伝
わ
っ
た
上
杉
神
社
蔵
の
景
勝
所
用
の
鎧
下
着
に
近
く
、
丈
が
短
く
、
幅
の
狭
い
袖
が
付
い
て
お
り
、
南
蛮
風
の
裁
断
や
仕
立
て
が
多
く
は
な
い
が
多
少
取
り
入
れ
て
あ
る
。
丈
は
七
三
・
五
セ
ン
チ
、
桁
は
五
0
・
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
は
一
八
・
五
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
袖
付
の
と
こ
ろ
で
一
九
セ
ン
チ
、
袖
口
は
一
六
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
註
M
は
二
了
五
セ
ン
チ
、
襟
は
幅
(
高
さ
〉
が
九
セ
ン
チ
の
立
襟
で
、
妊
幅
は
裾
で
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
三
セ
ン
チ
幅
で
長
さ
六
二
・
五
セ
ン
チ
の
薄
浅
葱
平
絹
く
け
紐
(
袷
で
芯
は
な
い
〉
が
椎
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
(
挿
図
幻
参
照
、
襟
付
か
ら
上
前
は
二
六
セ
ン
チ
、
下
前
は
二
四
セ
ン
チ
下
っ
た
と
鎧
下
着
と
し
て
の
形
は
、
こ
ろ
に
〉
。
紐
の
通
し
穴
が
左
脇
の
袖
付
下
端
か
ら
七
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
よ
り
七
セ
ン
チ
註
お
幅
下
方
に
あ
け
て
あ
る
。
襟
首
囲
り
の
上
前
椎
の
先
端
に
紫
平
絹
の
釦
(
中
に
綿
か
裂
が
包
み
こ
ん
で
あ
る
坊
主
玉
)
が
紫
な
め
し
革
を
つ
け
て
襟
付
に
通
し
結
び
留
め
て
あ
る
。
受
け
の
ル
l
プ
は
紫
な
め
し
革
で
あ
る
。
重
量
は
一
四
八
グ
ラ
ム
。
単
仕
立
。
裂
幅
は
三
四
セ
ン
チ
。
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
等
)
上
質
の
比
較
的
薄
手
の
上
布
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
二
五
本
前
後
、
緯
糸
は
二
O
越
前
後
。
経
糸
も
緯
糸
も
S
撚
。
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
縫
糸
は
白
S
撚
絹
糸
。
縫
目
は
D
|
8
の
鎧
下
着
同
様
極
め
て
こ
ま
か
い
針
円
で
あ
る
。
襟
付
は
細
か
い
針
目
の
袋
縫
で
妊
付
も
裁
ち
日
の
と
こ
縫
代
が
0
・
三
セ
ン
チ
位
で
細
か
い
。
ろ
は
す
べ
て
同
様
な
袋
縫
に
な
っ
て
い
る
。
D
l
m
伝
頼
宣
所
用
麻
地
葵
紋
散
し
絞
り
染
・
割
菱
散
し
小
紋
染
繋
ぎ
鐙
下
着
(
図
版
V
c
b
、
帰
図
的
仏
a
、
b
、
台
帳
で
は
「下
着
六
」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
l
D
|
7
の
解
説
一
五
頁
下
段
照
合
l
う
ち
の
『
晒
腰
ヨ
リ
上
ク
ク
シ
葵
紋
散
シ
腰
ヨ
リ
下
薄
柿
割
菱
散
シ
』
に
該
当
す
る
。)
D
l
8
、
D
l
9
と
同
様
に
上
布
の
鎧
下
着
で
、
腰
か
ら
上
は
白
地
に
紅
の
葵
紋
散
し
が
辻
ケ
花
風
な
縫
締
絞
り
で
あ
ら
わ
し
て
あ
る
絞
り
染
で
、
腰
か
ら
下
は
割
菱
が
散
ら
し
の
薄
樺
色
小
紋
染
で
、
そ
の
形
態
は
現
代
で
い
う
繋
ぎ
で
あ
る
。
即
ち
上
体
衣
と
ズ
ボ
ン
形
の
下
体
友
と
が
繋
っ
て
い
る
衣
類
で
現
代
で
は
工
場
等
で
の
作
業
衣
と
し
て
屡
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
D
ー
日
の
鎧
下
着
の
場
合
は
、
上
半
と
下
半
の
裂
地
を
替
え
て
、
上
半
の
嬬
枠
を
向
地
に
紅
で
葵
紋
を
散
ら
し
た
絞
り
染
、
下
半
の
袴
下
を
薄
樺
色
の
地
に
白
で
極
め
て
細
か
い
薮
に
小
花
小
紋
に
割
菱
(
四
つ
割
菱
)
散
し
の
小
紋
染
と
、
裂
地
は
同
じ
上
布
で
は
あ
る
が
、
色
も
文
様
も
染
法
も
異
る
裂
を
用
い
て
い
る
。
現
代
の
も
の
を
除
い
て
わ
が
国
の
衣
類
に
こ
の
よ
う
な
繋
ぎ
が
あ
っ
た
の
を
知
っ
た
の
は
始
め
て
で
、
こ
れ
ま
で
遺
品
資
料
に
は
勿
論
の
こ
と
、
絵
画
資
料
、
文
献
等
に
も
見
当
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
発
汗
の
し
み
あ
と
が
生
々
し
く
実
戦
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。紋
の
上
体
衣
は
、
葵
の
丸
紋
の
径
は
外
径
が
四
セ
ン
チ
、
内
径
が
三
セ
ン
チ
で
、
辻
ケ
花
風
の
縫
締
絞
り
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
平
縫
締
の
針
目
が
二
ミ
リ
前
後
で
辻
ケ
花
よ
り
大
分
大
き
く
、
従
っ
て
輪
郭
線
の
明
瞭
さ
に
欠
け
て
い
る
。
丸
紋
の
薄
紅
色
は
や
や
禄
色
し
て
い
る
が
紅
染
と
思
わ
れ
る
。
葉
柄
は
D
1
8
の
葵
の
葉
の
線
書
き
同
様
染
め
上
っ
た
後
、
墨
で
線
描
き
し
て
い
る
。
型
染
の
下
体
衣
、
即
ち
袴
下
は
、
割
菱
の
縦
(
高
さ
)
が
八
セ
ン
チ
、
横
(
幅
〉
が
一
一
セ
ン
チ
で
、
そ
の
割
菱
の
部
分
は
先
に
そ
の
部
分
の
糊
防
染
を
行
い
、
そ
の
後
で
地
紋
の
糊
置
を
行
っ
て
い
る
。
片
面
糊
置
の
引
染
で
、
型
継
ぎ
の
跡
が
明
ら
か
で
な
く
文
様
一
か
え
り
の
大
き
さ
は
不
詳
。
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伝頼宣所用 薄浅浅葱麻地震に小花小紋
鎧下着(D-ll) a正面， b部分
a 
b 
挿図23
ま
た
上
体
衣
も
下
体
衣
註
お
も
南
蛮
風
の
曲
線
裁
ち
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
下
体
衣
の
袴
下
は
カ
ル
サ
ン
風
で
あ
鎧
下
着
と
し
て
の
形
は
前
述
し
た
よ
う
に
繋
ぎ
形
と
し
て
唯
一
で
、
る
。
丈
は
上
半
が
背
縫
の
位
置
で
五
0
セ
ン
チ
、
下
半
は
七
二
セ
ン
チ
、
加
え
て
一
二
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
桁
は
六
三
セ
ン
チ
、
袖
幅
は
三
二
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
袖
付
の
と
こ
ろ
で
二
六
セ
ン
チ
、
袖
口
は
一
九
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
一
四
セ
ン
チ
、
襟
幅
は
九
・
五
セ
ン
チ
、
袴
下
ひ
と
え
の
裾
幅
は
二
0
セ
ン
チ
。
五
セ
ン
チ
幅
の
裂
い
た
ま
ま
の
上
布
の
単
の
紐
が
、
上
下
接
ぎ
目
の
縫
目
、
が
紐
幅
の
中
央
に
な
る
よ
う
に
上
前
七
・
五
セ
ン
チ
幅
、
下
前
八
セ
ン
チ
幅
の
縫
代
で
付
け
て
あ
る
。
そ
の
縫
付
部
分
の
縫
代
別
で
長
さ
は
上
前
が
九
三
セ
ン
チ
、
下
前
が
九
一
セ
ン
チ
。
左
脇
の
袖
付
下
端
よ
り
一
一
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
か
ら
一
四
セ
ン
チ
幅
の
紐
通
し
穴
が
あ
け
で
あ
る
。
上
前
の
襟
首
囲
り
の
妊
の
先
に
は
釦
の
欠
失
し
た
あ
と
が
見
ら
れ
、
下
前
の
そ
の
位
置
に
は
径
一
・
二
セ
ン
チ
の
青
色
縞
子
で
包
ん
だ
く
る
み
釦
(
白
S
撚
絹
糸
で
縁
飾
り
が
施
し
で
あ
る
〉
が
つ
い
て
い
る
が
、
留
は
見
当
ら
ず
、
そ
の
跡
も
不
詳
で
あ
る
。
重
量
は
二
三
O
グ
ラ
ム
。
単
衣
仕
立
。
裂
幅
は
上
体
衣
も
下
体
衣
も
三
三
セ
ン
チ
か
ら
三
三
・
五
セ
ン
チ
幅
。
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
等
)
上
質
の
上
布
で
、
密
度
は
上
体
衣
が
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
二
六
本
前
後
、
緯
糸
は
二
八
越
前
後
、
経
糸
、
緯
糸
共
に
S
撚
、
下
体
衣
が
一
セ
ン
チ
間
に
、
経
糸
は
三
二
本
前
後
、
緯
糸
が
二
八
越
前
後
、
経
糸
、
緯
糸
共
に
S
撚
。
伝頼宣所用 薄浅葱麻地震に小花小紋鎧
下着(D-12) a正面， b部分
a 
b 
挿図24
『
晒
浅
黄
小
紋
』
に
該
当
す
る
。
)
D
ー
8
、
八
縫
糸
は
白
S
撚
絹
糸
。
縫
目
は
D
1
8
D 
9 
210 
の
鎧
下
同
様
極
め
て
こ
ま
か
い
針
目
で
縫
代
が
0
・
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
細
い
袋
縫
や
縫
目
が
O
セ
ン
チ
ほ
ど
の
細
か
い
ま
つ
り
ぐ
け
、
三
つ
折
縫
が
多
い
。
た
だ
紐
付
は
二
目
落
し
の
付
け
方
で
そ
の
間
隔
は
二
セ
ン
チ
前
後
と
大
き
い
(
そ
の
縫
糸
は
白
S
撚
絹
糸
二
本
ど
り
)
。
D
ー
口
伝
頼
宣
所
用
薄
浅
葱
麻
地
震
に
小
花
小
紋
鎧
下
着
(
挿
図
的
ω
a
、
b
、
台
帳
で
は
「
下
着
六
」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
|
D
|
7
の
解
説
一
五
頁
下
段
照
合
|
う
ち
の
D
ー
9
、
D
l
m
と
同
様
に
上
布
の
鎧
下
着
で
よ
く
着
用
さ
れ
た
も
の
と
見
え
、
次
の
D
ー
ロ
と
こ
の
二
領
は
薄
浅
葱
の
色
も
薄
れ
て
自
に
近
く
な
っ
て
お
り
、
震
に
小
花
小
紋
の
文
様
も
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
見
極
め
難
い
。
片
面
糊
置
で
薄
藍
に
浸
染
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
型
継
、
ぎ
も
明
ら
か
で
な
く
文
様
一
か
え
り
も
不
詳
で
あ
る
。
鎧
下
着
と
し
て
の
形
は
、
次
の
D
l
U
と
殆
ど
同
形
で
、
こ
の
D
l
u
に
は
共
襟
が
つ
い
て
い
る
。
D
1
9
と
も
同
類
で
あ
る
。
丈
は
七
二
セ
ン
チ
、
桁
は
五
二
セ
ン
チ
、
袖
幅
は
一
九
セ
一
二
セ
ン
チ
、
ン
チ
袖
丈
は
襟 神
tま 1'J
幅 2
高こ
さろ
)で
が一
九九
セセ
ンン
チ チ
の
立袖
襟註口
で27ー
四
五
セ
ン
チ
襟
屑
ア
キ
× 
2 
tま
妊
幅
は
裾
で
二
ハ
・
五
セ
ン
チ
、
二
セ
ン
チ
幅
で
長
さ
六
二
セ
ン
チ
の
紫
平
絹
く
け
紐
(
袷
で
芯
は
な
い
〉
が
妊
の
襟
付
か
ら
上
前
下
前
と
も
二
五
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
紐
の
通
し
穴
が
左
脇
の
袖
付
下
端
註
お
か
ら
九
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
よ
り
六
・
三
セ
ン
チ
幅
下
方
に
あ
け
て
あ
る
。
襟
首
四
り
の
が
つ
い
て
お
り
、
上
前
妊
の
先
端
に
紫
な
め
し
革
の
釦
(
D
|
9
と
同
様
の
中
に
綿
か
裂
が
包
み
こ
ん
で
あ
る
坊
主
玉
〉
そ
の
受
け
の
ル
l
プ
は
、
下
前
の
襟
首
囲
り
右
肩
山
か
ら
六
セ
ン
チ
下
っ
た
単
仕
立
。
裂
幅
は
三
四
セ
ン
チ
。
と
こ
ろ
に
紫
な
め
し
革
で
二
・
五
セ
ン
チ
の
長
さ
で
つ
い
て
い
る
。
重
量
は
一
二
0
グ
ラ
ム
。
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
等
〉
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
格子麻単袴下 (D-3)伝頼宣所用
正面
挿図25
b 
挿図27 伝頼宣所用 薄浅葱地
牡丹唐草文紗綾袴下及び同片身
(D-15)， a は袴下(背面)，
bは片身
中
a 
b 
挿図26 伝頼宣所用 紅地平絹鎧下着に紅
地平絹袴下 (D-14)
aは鎧下着を背縫位置で二つ折りに畳んだ
もの， bは袴下正面
上
質
の
上
布
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
二
八
本
前
後
、
緯
糸
が
二
六
越
前
後
、
経
糸
も
緯
糸
も
S
撚
。
縫
糸
は
白
S
撚
絹
糸
。
縫
目
は
D
1
8
、
D
l
9
、
D
l
m
の
鎧
下
着
同
様
極
め
て
こ
ま
か
て
あ
る
。
い
針
目
で
袋
縫
や
三
つ
折
縫
等
の
縫
代
も
0
・
三
セ
ン
チ
位
の
細
さ
で
丈
夫
に
丁
寧
に
仕
立
て
D
l
u
伝
頼
宣
所
用
薄
浅
葱
麻
地
霞
に
小
花
小
紋
鎧
下
着
(
挿
図
M
a
、
列
記
し
て
あ
る
|
D
|
7
の
解
説
一
五
頁
下
段
照
合
1
う
ち
の
『
晒
浅
黄
襟
嬬
子
』
に
該
当
す
a 
る
。
)
挿図28 伝頼宣所用紗綾紐(D-17)
上の向って左より肘)， (吋，付下の向
って右が付，向って左が件)
b 
台
帳
で
は
「下
着
六
」
と
し
て
現
状
は
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
D
l
u
と
襟
の
有
無
だ
け
の
違
い
ぐ
ら
い
で
、
形
状
、
小
紋
の
文
様
や
色
、
使
い
込
み
よ
う
ま
で
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
D
ー
ロ
に
は
現
在
は
襟
が
除
か
れ
て
い
る
が
、
台
帳
で
は
「
襟
儒
子
」
と
あ
り
、
明
治
四
二
年
211 
九
美
術
研
。
号
究
の
台
帳
記
載
時
期
(
本
稿
の
上
i
美
術
研
究
三
O
六
号
二
八
頁
よ
り
二
九
頁
上
段
l
参
週
〉
に
は
縞
子
の
襟
が
付
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
丈
は
七
一
・
五
セ
ン
チ
、
桁
は
五
三
セ
ン
チ
、
袖
幅
は
一
九
セ
ン
チ
、
袖
丈
は
袖
付
の
と
こ
ろ
で
一
八
セ
ン
チ
、
袖
口
一
四
・
三
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
一
二
セ
ン
チ
、
襟
は
欠
損
の
た
め
不
詳
、
妊
幅
は
裾
で
一
五
・
五
セ
ン
チ
。
紐
通
し
穴
が
左
脇
の
袖
付
下
端
か
ら
一
0
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
よ
り
六
セ
ン
チ
幅
下
方
に
あ
け
て
あ
註
泊
る
。
紐
と
釦
の
類
は
な
く
、
欠
損
し
た
の
か
当
初
か
ら
無
か
っ
た
の
か
不
詳
。
重
量
は
一
O
八
グ
ラ
ム
。
単
仕
立
。
裂
幅
は
三
四
セ
ン
チ
。
(
裂
地
の
地
合
、
縫
糸
等
)
D
l
U
と
は
共
裂
と
観
察
さ
れ
る
。
縫
糸
も
白
S
撚
絹
糸
で
縫
製
も
D
|
日
と
同
様
で
あ
る。
D
l
n
伝
頼
宣
所
用
格
子
麻
単
袴
下
(
挿
図
お
「股引一一一」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
う
ち
の
『
高
宮
台
帳
で
は
縞
』
に
該
当
す
る
。
)
茶
、
蔚
黄
、
紺
、
黄
等
の
格
子
の
麻
地
で
単
仕
立
に
し
て
あ
る
白
茶
、
小
袴
風
の
袴
下
で
あ
る
。
晒
し
方
の
少
い
苧
麻
糸
を
数
色
使
用
し
て
粗
く
織
っ
た
格
子
縞
で
台
帳
に
高
宮
縞
と
あ
る
の
は
近
江
産
の
高
宮
麻
の
格
子
縞
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
が
、
D
l
2
の
麻
単
陣
羽
織
が
こ
の
台
帳
で
高
宮
麻
と
い
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
高
宮
産
を
厳
密
に
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
近
江
の
高
宮
で
出
来
る
麻
織
物
の
糸
や
織
の
風
合
が
比
較
的
硬
直
し
た
も
の
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
台
帳
で
は
麻
織
物
と
し
て
柔
か
く
織
口
の
密
な
も
の
を
晒
、
硬
く
て
織
目
の
粗
い
も
の
を
高
宮
麻
と
称
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
大
き
さ
は
丈
が
六
八
セ
ン
チ
、
裾
幅
は
二
三
セ
ン
チ
で
、
そ
の
裾
か
ら
脇
線
は
太
腰
に
か
け
て
曲
線
で
脹
ま
せ
、
そ
の
最
も
太
い
と
こ
ろ
は
三
三
セ
ン
チ
で
あ
る
(
右
脚
の
前
面
の
寸
法
〉
。
両
脇
に
二
二
セ
ン
チ
の
脇
あ
け
が
あ
り
、
後
(
背
面
)
の
腰
に
は
幅
二
・
二
セ
ン
チ
、
全
長
一
九
八
セ
ン
チ
の
く
け
紐
が
付
い
て
い
る
。
重
量
は
一
0
0グ
ラ
ム
。
裂
幅
は
三
四
セ
ン
チ
。
(
裂
の
地
合
、
縫
糸
)
明
し
方
の
少
い
苧
麻
糸
を
組
く
織
つ
で
あ
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
二
四
本
前
後
(
二
本
ず
つ
寄
っ
て
い
る
)
緯
糸
は
一
八
越
前
後
で
あ
る
。
経
糸
は
S
撚
、
緯
糸
は
撚
が
不
詳
。
縫
糸
は
黒
S
撚
絹
糸
。
二
O
D
l
u
伝
頼
宣
所
用
紅
地
平
絹
鎧
下
着
、
紅
地
平
絹
袴
下
(
挿
図
%
、
当
す
る
の
が
見
当
ら
ず
、
袴
下
の
方
は
「
股
引
三
」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
う
ち
『
紅
羽
二
重
212 
台
帳
に
は
こ
の
紅
地
平
絹
鎧
下
着
に
該
両
面
』
と
い
う
の
に
該
当
す
る
。
)
一
見
し
た
と
こ
ろ
羽
二
重
の
よ
う
な
滑
ら
か
な
紅
染
無
地
の
袷
の
上
体
衣
と
下
体
衣
で
、
色
調
も
裂
地
も
共
裂
の
よ
う
で
あ
り
組
に
な
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。
上
体
衣
は
襟
な
し
で
、
前
と
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
幅
を
接
ぎ
合
わ
せ
た
横
裂
が
用
い
て
あ
り
、
二
枚
の
小
幅
の
裂
を
接
ぎ
合
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
恰
も
大
幅
の
裂
一
袖
山
、
枚
で
裁
断
す
る
よ
う
に
、
肢
の
く
り
と
曲
線
裁
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
上
体
衣
の
鎧
下
着
は
丈
が
六
一
セ
ン
チ
、
桁
が
六
八
セ
ン
チ
、
重
量
は
一
五
0
グ
ラ
ム
。
肩
山
、
首
囲
り
、
下
体
衣
の
袴
下
は
丈
が
六
一
セ
ン
チ
、
腰
幅
(
腰
囲
の
よ
る
が
三
七
・
五
セ
ン
チ
、
重
量
は
一
一
六
グ
ラ
ム
。
双
方
と
も
羽
二
重
の
よ
う
な
滑
ら
か
な
平
絹
で
、
紅
の
後
染
、
裏
裂
も
そ
れ
ぞ
れ
共
裂
が
用
い
て
あ
る
。
鎧
下
着
の
裂
地
の
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
四
八
本
前
後
、
緯
糸
が
三
八
越
前
後
。
袴
下
の
裂
地
は
鎧
下
着
の
裂
地
よ
り
経
糸
緯
糸
共
に
細
く
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
五
O
本
前
後
、
緯
糸
は
四
二
越
前
後
で
あ
る
。
D
!日
伝
頼
宣
所
用
薄
浅
葱
地
牡
丹
唐
草
文
紗
綾
袴
下
及
び
同
片
身
(
挿
図
幻
a
b
、
台
帳
で
は
「
股
引
三
」
と
し
て
列
記
し
て
あ
る
う
ち
『
浅
黄
紗
綾
縮
緬
』
に
該
当
す
る
。
)
薄
浅
葱
地
の
牡
丹
唐
草
文
紗
綾
で
作
ら
れ
た
足
首
ま
で
長
さ
の
あ
る
袴
下
で
単
仕
立
で
あ
る
。
形
は
上
杉
神
社
蔵
の
謙
信
た
つ
つ
け
所
用
な
め
し
革
裁
着
袴
に
近
い
が
、
謙
信
所
用
の
は
両
脇
が
あ
い
て
い
て
腺
の
組
は
前
身
と
後
身
と
別
々
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
が
、
こ
の
袴
は
脇
あ
け
は
な
く
後
あ
き
で
、
紐
は
前
後
続
け
て
も
も
ひ
き
つ
け
て
あ
り
、
後
中
心
で
合
わ
せ
て
締
め
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
股
引
に
非
常
に
近
い
形
で
あ
る
。
ど
う
い
う
わ
け
か
台
帳
に
も
な
い
同
種
の
袴
下
の
片
身
が
あ
り
併
記
し
て
お
く
。
丈
は
腰
の
紐
付
よ
り
下
が
九
五
セ
ン
チ
(
片
身
の
方
も
ほ
ぼ
同
じ
て
裾
の
足
首
を
包
む
裾
口
の
長
さ
が
三
0
セ
ン
チ
(
裾
幅
一
五
セ
ン
チ
〉
、
足
首
よ
り
ふ
く
ら
は
ぎ
に
か
け
て
の
裾
あ
き
が
一
一
一
セ
ン
チ
(
片
身
の
分
も
殆
ど
同
寸
法
)
、
重
量
は
一
七
0
グ
ラ
ム
(
片
身
の
重
量
は
四
二
グ
ラ
ム
)
。
脚
部
に
は
ふ
く
ら
は
ぎ
の
上
下
を
縛
る
紐
が
つ
い
て
い
た
よ
う
で
、
右
脚
後
に
上
に
紫
平
絹
組
、
足
首
に
紫
な
め
し
革
紐
が
残
っ
て
い
る
(
挿
図
幻
a
参
照
〉
(
裂
地
、
そ
の
地
合
、
縫
糸
等
)
註
却
牡
丹
唐
草
文
の
紗
綾
で
、
こ
の
紗
綾
に
は
珍
し
く
地
紋
に
紗
綾
形
が
な
い
。
地
が
平
で
文
が
経
の
四
枚
綾
、
文
丈
は
一
九
・
五
セ
ン
チ
、
実
関
幅
は
九
・
五
セ
ン
チ
、
牡
丹
の
長
径
七
・
八
セ
ン
チ
、
短
径
六
セ
ン
チ
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
五
O
本
前
後
、
緯
糸
は
二
六
越
前
後
。
縫
糸
は
水
浅
葱
の
S
撚
絹
糸
で
、
縫
目
は
極
め
て
細
か
く
丁
寧
で
、
そ
の
揃
い
方
は
現
代
の
ミ
シ
ン
縫
を
凌
ぐ
見
事
さ
で
、
且
つ
手
縫
の
風
合
が
加
わ
っ
て
い
る
。
D
l
M
伝
頼
宣
所
用
紫
地
紗
綾
絞
文
様
帯
(
図
版
m
a
b
台
帳
の
「
上
帯
紗
綾
」
が
該
当
す
る
)
裂
幅
五
回
セ
ン
チ
一
幅
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
長
さ
二
八
七
セ
ン
チ
の
帯
で
あ
る
。
こ
の
帯
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
紗
綾
の
裂
幅
は
不
詳
で
あ
っ
た
。
紗
綾
の
遺
品
資
料
は
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
豊
国
神
社
蔵
品
の
豊
臣
秀
吉
所
用
と
い
わ
れ
る
胴
服
と
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
る
家
康
所
用
小
袖
の
中
に
三
領
確
認
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
三
年
に
東
京
芝
の
増
上
寺
徳
川
将
軍
家
墓
の
改
葬
時
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
副
葬
品
の
中
か
ら
紗
綾
の
小
袖
や
夜
着
、
座
蒲
団
が
発
見
さ
れ
、
次
い
で
上
杉
家
に
伝
来
し
た
謙
信
・
景
勝
所
用
服
飾
類
の
中
に
袖
無
単
が
三
領
発
見
さ
れ
た
。
十
点
ば
か
り
の
紗
綾
の
遺
品
資
料
に
、
今
回
紀
州
東
照
宮
に
お
い
て
家
康
所
用
の
能
装
束
帯
(
B
1
3
〉
、
頼
宣
所
用
の
壁
襟
一
点
(
D
l
5
)
、
袴
下
一
腰
と
片
身
一
点
(
D
|
日
〉
、
上
帯
と
称
さ
れ
る
約
三
メ
ー
ト
ル
の
紗
綾
裂
(
D
l
M
〉
、
紐
五
条
と
具
足
包
み
裂
一
枚
(
D
l
げ
〉
の
計
十
一
点
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
新
発
見
の
紗
綾
に
は
地
紋
に
紗
綾
形
文
様
註
自
の
な
い
種
類
の
が
二
種
あ
っ
た
り
、
加
え
て
こ
れ
ま
で
は
紗
綾
の
裂
幅
が
不
詳
で
あ
っ
た
の
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
ま
こ
と
に
意
義
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
紗
綾
の
帯
に
は
縫
締
絞
り
に
よ
る
白
抜
の
円
を
散
ら
し
た
文
様
が
あ
り
、
そ
の
配
列
に
は
何
か
意
味
が
あ
り
そ
う
な
感
が
あ
る
。
円
の
大
き
さ
は
大
き
い
も
の
は
外
径
が
二
・
七
セ
ン
チ
か
ら
三
・
五
セ
ン
チ
、
で
、
小
さ
い
も
の
は
外
径
が
二
・
五
セ
ン
チ
で
内
径
一
・
五
セ
ン
チ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
円
を
内
径
が
二
セ
ン
チ
か
ら
二
・
二
セ
ン
チ
描
く
白
場
は
何
れ
も
0
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
こ
の
縫
締
絞
り
は
D
l
m
の
鎧
下
着
の
上
半
絞
り
と
同
様
、辻
ケ
花
訳
で
あ
る
が
、
平
縫
締
の
針
目
が
一
一
ミ
リ
前
後
で
、
辻
ケ
花
染
よ
り
大
分
大
き
く
、
従
っ
て
輪
郭
線
が
辻
ケ
花
染
の
よ
う
に
明
確
で
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
絞
り
の
部
分
が
多
い
の
で
ど
こ
か
に
縫
い
締
め
た
糸
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
か
と
当
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
二
ケ
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
所
確
認
で
き
、
辻
ケ
花
染
の
縫
締
糸
と
同
様
、
苧
麻
の
晒
さ
な
い
糸
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
辻
ケ
花
染
に
使
用
さ
れ
て
い
る
糸
よ
り
幾
分
細
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
辻
ケ
花
染
の
終
り
に
近
い
時
期
の
大
坂
陣
の
頃
、
縫
締
絞
り
の
針
目
は
大
き
く
な
り
、
使
用
糸
は
苧
麻
の
晒
さ
な
い
糸
で
は
あ
る
が
太
さ
が
や
や
細
く
な
っ
た
も
の
を
使
用
し
て
縫
っ
た
り
締
め
た
り
染
め
上
っ
て
か
ら
糸
を
抜
く
時
の
作
業
が
そ
れ
ま
で
の
辻
ケ
花
染
よ
り
安
易
な
方
向
へ
向
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
D
l
m
の
鎧
下
着
や
こ
の
帯
の
絞
り
模
様
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
輪
郭
線
が
際
立
っ
て
い
な
い
。
地
紋
は
紗
綾
型
に
牡
丹
の
折
枝
文
様
で
あ
る
。
こ
の
帯
は
一
怖
を
幾
重
か
に
畳
む
か、
し
ご
く
か
し
て
締
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
織
や
折
目
の
つ
き
に
く
い
紗
綾
の
地
質
の
た
め
か
折
目
や
織
の
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
重
量
は
一
四
六
グ
ラ
ム
。
(裂
地
、
そ
の
地
合
)
紗
綾
形
に
牡
丹
の
折
枝
の
地
紋
が
あ
る
紗
綾
で
、
裂
の
織
始
め
部
分
も
つ
い
て
い
る
。
織
始
め
は
四
・
五
セ
ン
チ
間
〈
図
版
羽
a
の
下
端
)
で
、
そ
の
部
分
は
平
織
の
無
地
。
織
始
め
か
ら
二
八
七
セ
ン
チ
の
裂
地
が
五
四
セ
ン
チ
幅
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
あ
り
裂
自
体
と
し
て
も
ま
こ
と
に
得
難
い
資
料
で
あ
る
。
文
丈
一
一
セ
ン
チ
(
処
々
九
セ
ン
チ
位
の
と
こ
ろ
も
あ
る
〉
、
実
問
幅
四
・
五
セ
ン
チ
。
紗
綾
形
の
基
本
に
な
る
部
分
の
寸
法
は
三
・
四
セ
ン
チ
。
地
が
平
で
文
が
経
の
四
枚
綾
。
経
糸
、
緯
糸
共
に
太
く
揃
っ
て
お
り
、
織
目
が
程
よ
く
つ
ま
っ
て
い
る
良
質
の
裂
地
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
五
O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
五
越
前
後
で
あ
る
。
紫
色
の
染
色
は
色
調
等
か
ら
紫
根
染
と
考
え
ら
れ
る
。
D
ー
η
伝
頼
宣
所
用
紗
綾
紐
(
挿
図
泊
、
紗
綾
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
該
当
す
る
)
台
帳
で
は
「
忍
ノ
緒
紅
染
の
紗
綾
裂
の
が
四
条
と
薄
浅
葱
紗
綾
の
が
一
条
で
あ
る
。
紅
染
の
四
条
は
共
裂
で
、
薄
浅
葱
の
条
は
袴
下
と
共
裂
で
あ
る
。
何
れ
も
芯
入
で
あ
る
。
ω紅
地
紗
綾
紐
(
挿
図
却
、
上
の
向
っ
て
左
〉
、
芯
は
真
綿
、
幅
四
セ
ン
チ
、
長
さ
二
八
三
セ
ン
チ
、
重
量
四
0
グ
ラ
ム
、
地
文
は
紗
綾
形
地
に
蕨
手
文
様
、
文
丈
は
一
六
・
五
セ
ン
チ
か
ら
一
八
セ
ン
チ
、
案
間
幅
は
不
詳
。
紗
綾
形
文
基
本
の
長
さ
は
八
セ
ン
チ
、
地
合
は
密
度
が
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
四
八
本
前
後
、
緯
糸
が
二
七
越
前
後
で
あ
る
。
縫
糸
は
紅
S
撚
絹
糸
、
く
け
目
は
0
・
四
セ
ン
チ
か
ら
0
・
五
セ
ン
チ
の
針
目
。
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美
研
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究
。
挿図29 伝頼宣所用 鎧橿と頬当，胃，鍬形納入蒔絵
箱摺箔裂袋，真向，鍬形等
a 
制
紅
地
紗
綾
紐
(
挿
図
却
、
上
の
中
央
)
、
芯
は
白
麻
、
幅
二
セ
ン
チ
、
長
さ
二
八
0
セ
ン
チ
、
重
量
は
七
0
グ
ラ
ム
、
芯
は
約
二
ハ
セ
ン
チ
幅
の
白
無
地
上
布
を
二
つ
折
に
畳
む
の
を
三
回
重
ね
そ
の
芯
の
一
セ
ン
チ
間
の
密
度
は
、
経
糸
は
二
六
本
前
後
、
緯
糸
は
一
六
越
前
後
で
あ
る
。
紗
綾
の
裂
地
、
縫
糸
、
く
け
目
等
は
的
と
同
じ
。
て
二
セ
ン
チ
幅
の
芯
に
し
て
い
る
。
付
紅
地
紗
綾
紐
(
挿
図
お
、
上
の
向
っ
て
右
〉
、
両
先
端
が
縫
い
絞
っ
で
あ
っ
て
丸
ぐ
け
紐
で
あ
る
。
幅
は
一
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
二
八
一
セ
ン
チ
重
量
は
三
七
グ
ラ
ム
芯
は
白
羽
二
重
で
あ
鍬形納入蒔絵箱，鍬形，真向伝頼宣所用挿図30
b 
挿図33 伝頗宣所用 摺箔裂袋八枚のうち四枚(村
約(内紛， aは四枚共下辺が輪奈に， bは上辺が
輪奈に配置しであるので ab合わせて文様の続
き具合の観察可。
挿図31 伝頼宣所用 摺箔裂袋 (D-18)のげ)最
上層分，縫糸の朽損で裂を享ばし見ること可
挿図32 伝頼宣所用 摺箔裂袋八枚のうち四枚，
げ)(ロ)り付，図版VIの逆面，四枚共上辺が輪奈に
配置。
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経
糸
は
三
二
本
前
後
、
緯
糸
は
三
五
越
前
後
で
あ
る
。
紗
綾
の
裂
地
、
縫
糸
、
く
け
目
は
ω
併
と
同
じ
。
付
紅
地
紗
綾
紐
(
挿
図
加
、
下
の
向
っ
て
右
)
、
芯
は
白
麻
、
幅
二
セ
ン
チ
、
長
る
。
芯
地
の
羽
二
重
は
一
セ
ン
チ
聞
の
密
度
は
セ
ン
チ
、
重
量
は
目
は
ω納
付
と
同
じ
。
グ
ラ
ム
、
紗
綾
の
裂
地
、
縫
糸
、
く
け
さ
的
薄
浅
葱
地
紗
綾
紐
(
挿
図
泊
、
下
の
向
っ
て
左
)
、
芯
は
真
綿
、
幅
二
セ
ン
チ
、
長
さ
セ
ン
チ
、
重
量
袴
下
(
D
|
日
)
と
同
じ
。
グ
ラ
ム
。
紗
綾
の
裂
地
は
薄
浅
葱
尚
こ
れ
ら
紐
の
外
に
包
み
裂
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
忠
わ
れ
る
肘
と
同
裂
で
幅
三
0
セ
ン
チ
、
長
さ
八
二
セ
ン
チ
の
「紗
綾
裂
」、
紗
綾
以
外
の
端
裂
で
は
「水
浅
葱
平
絹
小
花
小
紋
地
葵
紋
絞
り
裂
三
片
」
「赤
地
桃
水
仙
竹
雲
文
唐
草
椴
子
裂
五
片
」
「
紅
地
縮
緬
裂
二
片
」
「
紺
平
絹
裂
」
「
紅
平
絹
裂
(
羽
二
重
〉
二
片
」
「
紅
平
絹
裂
(
練
緯
)
三
片
」
、
粗
い
織
目
(
一
セ
ン
チ
聞
に
経
糸
一
八
本
前
後
、
緯
糸
一
八
越
前
O
五
グ
ラ
ム
〉
、
後
〉
で
二
布
を
接
い
で
作
つ
で
あ
る
大
き
さ
が
五
八
×
六
三
セ
ン
チ
の
四
角
の
「
白
麻
袋
」
(
一
「
四
半
指
物
」、
兜
の
下
に
大
き
さ
が
一
六
九
×
一
一
一
セ
ン
チ
の
白
練
緯
被
っ
た
と
思
わ
れ
る
全
面
刺
子
の
頭
囲
り
が
紫
な
め
し
革
で
縁
ど
ら
れ
て
い
る
深
さ
一
五
セ
ン
チ
、
頭
囲
り
六
六
セ
ン
チ
の
「
薄
浅
葱
麻
頭
巾
」
そ
し
て
次
に
D
l
m
と
し
て
挙
げ
る
八
枚
の
摺
箔
裂
手
が
頗
山
山
大
坂
陣
所
用
品
と
し
て
鎧
植
(
挿
図
却
の
向
っ
て
左
〉
の
中
に
納
め
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
来
た
。
D
l
m
伝
頼
宣
所
用
摺
箔
裂
袋
八
枚
(
図
版
四、
挿
図
乱
、
位
、
お
、
台
帳
で
は
「
向
袋
九
紫
地
金
摺
込
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、)
赤
茶
色
や
黄
土
色
の
練
緯
地
に
写
ι一
ハ
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
模
様
が
摺
箔
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
裂
で
作
ら
れ
て
い
る
。
現
在
八
枚
あ
り
、
鍬
形
や
真
向
が
納
め
て
あ
る
葵
紋
付
黒
漆
蒔
絵
箱
(
挿
図
初
、
箱
の
法
量
は
一
五
セ
ン
チ
角
に
高
さ
四
セ
ン
チ
、
葵
紋
の
外
径
一
0
・
七
セ
ン
チ
、
真
向
の
直
径
九
・
三
セ
ン
チ
)
に
鍬
形
等
の
下
に
八
枚
が
重
ね
て
敷
い
て
あ
り
、
そ
の
順
序
は
今
回
始
め
て
見
た
時
次
の
順
、
即
ち
上
層
か
ら
下
層
に
ωJ例
の
よ
う
に
重
な
っ
て
い
た
υ
川
w
は
縫
糸
が
朽
損
し
て
い
て
袋
の
輸
奈
の
と
こ
ろ
か
ら
挿
図
況
の
よ
う
に
展
開
で
き
模
様
が
一
見
し
て
判
っ
た
が
、
他
の
七
枚
は
袋
状
に
な
っ
て
い
る
一
向
面
を
合
わ
せ
て
見
る
と
(
写
真
で
は
袋
の
輪
奈
の
方
向
を
一
定
に
し
て
あ
る
の
で
、
輸
奈
か
ら
上
部
が
片
面
、
輸
奈
か
ら
下
部
が
そ
の
逆
面
と
し
て
合
わ
せ
見
て
い
た
だ
き
た
い
〉
次
の
よ
う
に
な
る
。
ω赤
茶
地
鶴
に
網
干
文
様
摺
箔
(
図
版
四
、
挿
図
目
、
日
記
〉
M
W
黄
土
地
猪
・
宝
尽
し
・
立
木
・
唐
花
棒
仕
分
け
文
様
摺
箔
(
図
版
四
、
挿
凶
幻
〉
付
黄
土
地
あ
じ
さ
い
折
枝
文
様
摺
箔
(
図
版
四
、
挿
図
也
、
葉
は
赤
味
の
多
い
金
箔
で
、
花
の
塊
の
一
つ
|
|
挿
凶
認
の
色
が
濃
く
写
っ
て
い
る
分
ー
ー
は
青
味
が
か
っ
た
箔
で
銀
箔
か
青
漆
で
あ
ろ
う
か
)
付
渦
巻
に
木
賊
文
様
摺
箔
(
図
版
刊
、
挿
図
位
、
渦
巻
が
赤
味
の
多
い
金
箔
で
あ
る
。
)
約
楓
文
様
摺
箔
(
挿
凶
お
a
-
b
、
大
き
い
楓
の
葉
が
赤
味
の
多
い
金
箔
)
付
紗
綾
形
地
に
一
重
蔓
牡
丹
・
唐
花
菱
棒
仕
分
け
文
様
摺
箔
(
挿
図
お
a
・b、
赤
味
の
多
い
金
箔
〉
ωす
す
き
の
原
地
麻
の
葉
三
つ
巴
文
散
し
洲
浜
形
に
桜
・
麻
の
葉
に
雲
文
仕
分
け
文
様
摺
箔
(
挿
図
お
a
・
b
〉
例
唐
花
菱
つ
な
ぎ
・
紗
綾
形
地
に
八
重
梅
の
丸
文
散
し
仕
分
け
文
様
摺
箔
(
挿
図
お
a
・b、
赤
味
の
多
い
金
箔
)
こ
れ
ら
八
枚
の
摺
箔
裂
袋
は
て
い
る
部
分
)
で
、
(
縫
い
合
わ
せ
や
輪
奈
で
な
い
あ
い
写
真
の
向
っ
て
左
側
が
口
何
れ
も
織
耳
が
用
い
て
あ
る
。
大
き
さ
は
幅
(
あ
い
て
い
る
口
の
左
右
方
向
)
が
二
ニ
・
七
セ
ン
チ
前
後
、
深
さ
が
三
了
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
こ
の
大
き
さ
は
鍬
形
等
を
収
納
す
る
蒔
絵
箱
に
丁
度
入
る
大
き
き
で
あ
り
用
途
は
不
詳
で
あ
る
。
鍬
形
二
種
は
双
方
と
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
も
に
そ
の
中
央
で
桜
め
込
ん
で
左
右
相
様
の
形
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
収
納
時
は
左
右
を
二
つ
に
分
け
て
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
今
回
始
め
て
見
た
時
は
八
枚
の
袋
の
上
に
、
真
向
と
鍬
形
の
左
右
に
分
け
た
の
が
六
個
の
計
七
個
が
重
ね
て
納
め
で
あ
っ
た
。
最
上
層
に
あ
っ
た
袋
ωは
そ
れ
ら
金
属
製
鍬
形
類
に
よ
る
摩
擦
の
た
め
か
糾
J
例
に
比
し
摺
箔
が
著
し
く
剥
落
し
て
お
り
、
袋
の
縫
糸
も
損
じ
て
い
る
。
当
初
こ
れ
ら
の
袋
は
鍬
形
類
を
各
一
個
宛
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ω
W
J
日
開
ま
で
の
袋
の
摺
箔
が
殆
ど
当
初
の
ま
ま
の
よ
う
な
状
態
で
今
日
に
あ
る
の
を
見
る
と
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
こ
れ
ら
の
摺
箔
は
こ
の
袋
の
た
め
に
新
に
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
能
装
束
の
摺
箔
で
多
少
損
傷
の
あ
る
も
の
を
解
き
、
剥
落
の
な
い
部
分
か
ら
文
様
を
適
究
按
排
し
て
作
ら
れ
与
十
L
q
L
-一za
q
J
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
裂
地
の
地
合
)
八
枚
と
も
練
緯
で
、
経
糸
は
細
く
(ω
は
例
i
例
ほ
ど
に
は
細
く
な
い
〉
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
四
本
前
後
、
緯
糸
は
四
回
越
前
後
。
地
質
は
ω、
制
川
、
判
的
制
付
制
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
註
叩
金
糸
が
絵
緯
の
一
つ
と
し
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る
儒
珍
。
縞
珍
は
嬬
子
地
に
絵
緯
で
多
色
な
色
文
様
を
織
り
出
し
た
絹
織
物
で
、
も
と
は
中
国
か
ら
の
舶
載
品
。
わ
が
国
で
は
帯
地
に
多
く
用
い
ら
れ
る
o
u
-
u
-
m
紅
染
研
究
家
の
鈴
木
孝
男
氏
に
観
察
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。
極
薄
紅
は
白
に
近
い
と
い
え
る
よ
う
な
ほ
ん
の
り
と
紅
の
か
か
っ
た
色
。
U
地
組
織
を
構
成
す
る
糸
で
は
な
く
、
文
様
を
織
り
出
す
た
め
の
緯
糸
。
日
近
江
産
の
高
宮
麻
の
こ
と
で
、
本
文
二
O
頁
上
段
参
照
。
日
・
げ
こ
れ
ら
の
付
紙
の
文
字
に
は
難
解
な
個
所
が
あ
っ
た
た
め
書
道
史
専
門
の
田
村
悦
子
当
研
究
所
主
任
研
究
官
に
解
読
を
依
頼
し
た
。
日
絹
織
物
の
一
種
、
も
と
は
中
国
か
ら
の
舶
載
品
で
薄
地
の
琉
拍
織
。
わ
が
国
で
も
天
和
年
間
に
西
陣
で
始
め
て
織
ら
れ
た
と
い
う
。
先
練
先
染
の
平
組
織
の
織
物
で
、
経
糸
が
密
、
緯
糸
は
比
較
的
太
く
、
低
い
緯
畦
が
あ
る
。
印
西
洋
服
飾
史
研
究
家
の
丹
野
郁
埼
玉
大
教
授
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
o
m
・幻
紅
染
研
究
家
の
鈴
木
孝
男
氏
に
観
察
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。
辺
美
術
研
究
二
三
三
号
の
拙
稿
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
雄
子
四
領
|
|
伝
上
杉
謙
信
・
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
=
了
l
」
参
照
。
幻
美
術
研
究
二
九
一
号
の
拙
稿
「
上
杉
家
伝
来
鎧
下
着
・
着
込
み
・
頭
巾
等
四
領
二
個
215 
上
|
|
伝
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
中
二
四
上
杉
謙
信
・
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
六
|
|
」
参
照
。
剖
縫
目
及
び
裂
の
表
裏
の
関
係
が
立
襟
に
な
る
よ
う
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
お
こ
の
紐
通
し
穴
は
前
身
頃
も
後
身
頃
も
織
耳
の
個
所
な
の
で
、
く
け
た
り
せ
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る。
初
日
本
の
袴
の
中
で
は
指
貰
に
多
少
似
た
形
で
あ
る
が
、
西
洋
式
ハ
南
蛮
式
〉
の
曲
線
裁
断
を
採
り
入
れ
た
袴
で
裁
着
袴
(
た
つ
つ
け
袴
〉
と
も
裾
細
と
も
い
う
。
幻
仕
立
て
方
、
縫
目
の
関
係
で
立
襟
と
認
め
ら
れ
る
。
mm-m
註
お
と
同
様
。
初
こ
れ
ま
で
に
見
た
紗
綾
は
、
何
れ
も
必
ず
地
紋
に
紗
綾
形
が
あ
っ
た
。
地
紋
に
紗
綾
形
の
な
い
紗
綾
は
今
回
の
紀
州
東
照
宮
服
飾
類
調
査
で
始
め
て
で
あ
る
。
出
こ
れ
ま
で
に
-
調
査
し
た
紗
綾
の
遺
品
資
料
は
、
身
幅
が
四
0
セ
ン
チ
前
後
あ
る
小
袖
や
胴
服
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
片
側
が
織
耳
で
あ
っ
て
も
必
申
す
も
う
片
方
の
側
が
裁
ち
目
で
あ
っ
た
か
ら
紗
綾
の
裂
幅
は
不
詳
の
ま
ま
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
長
い
間
の
念
顕
で
あ
っ
た
。
ロ
山
辺
知
行
多
摩
美
大
教
授
に
、
こ
の
摺
箔
裂
の
袋
の
用
途
や
も
と
は
如
何
な
る
摺
箔
裂
で
あ
っ
た
そ
う
か
等
に
関
し
御
意
見
を
賜
っ
た
。
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